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野田市立図書館及び野田市コミュニティ会館指定管理者候補者 

選定委員会（フォローアップ）会議録概要 
 

開催日時  令和５年２月７日（火）午前９時から午後１０時３０分まで 

開催場所  野田市役所４階 職員控室 

出席委員  総務部長（副委員長）、企画財政部長、教育次長兼生涯学習部長、市民

生活部長、行政管理課長、管財課長 

欠席委員  副市長（委員長） 

事 務 局  興風図書館、市民生活課、行政管理課 

 

１ 開会 

＜副委員長から開会の言葉＞ 

 

２ 議事 

⑴ 令和４年度(４月～１２月)野田市立せきやど図書館及び野田市関宿コミュニ

ティ会館業務報告書及び令和５年度野田市立せきやど図書館及び野田市関宿コ

ミュニティ会館業務計画書の審査について 

＜事務局から令和４年度(４月～１２月) 野田市立せきやど図書館及び野田市関宿

コミュニティ会館業務報告書及び令和５年度野田市立せきやど図書館及び野田

市関宿コミュニティ会館業務計画書について一括して説明＞ 

 

＜審議の概要＞ 

〇 業務報告書１１ページの児童、青少年層への読書普及のための取組について、

図書館学校の開催により新規登録者数を増やしているが、登録者のその後の利

用状況とこれまで登録されなかったことへの分析及び今後の対応を教えてほし

い。 

→ 図書館学校で利用登録をした際に貸出しを促しても、児童が一人で図書館に

来られない場所に居住している等の理由により、返却が難しい家庭が多く、引

率の教員から「図書館のカードは作るが、図書館学校当日に貸出しは希望しな

い」と言われることもある。 

登録数の増加が、貸出数の倍増につながるようなことはないが、図書館学校

をきっかけとして、継続的に利用してくれるようになる児童は確実に存在して

いるため、図書館学校やそのほかの催し等により、児童と保護者の方に図書館

を知っていただく活動を、今後も進めていきたいと考えている。 

 

〇 業務報告書２２ページのサービス向上のための取組について、「利用者サービ

スの向上に結びつけるために、ご意見箱を設置」とあるが、回収が０件である。

昨年度に実施したアンケートの結果とそれに基づいて改善した点があれば教え
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てほしい。 

→ 昨年度実施したアンケートの結果では、「コロナが過ぎたら読書スペースを 

増やしてほしい」、「受付の対応がすごく良い」、「電子書籍の貸出しもしてほし

い」等の意見を頂いた。読書スペースについては、令和４年４月２２日から利

用制限が緩和されたため、閲覧席の全席開放、利用者用検索機全台開放等によ

り、利用できる読書スペースを増やすことができた。 

 

〇 業務報告書２２ページの図書館アンケートの実施予定について、アンケート

結果が図書館運営に反映される時期はいつ頃か教えてほしい。 

→ 次年度以降の反映を予定しており、反映できるものについては、速やかに反

映したいと考えている。 

  

〇 業務報告書４３ページの事故、要望又は苦情の対応状況について、「特にあり

ません」とのことだが、利用者とのコミュニケーションは取れているか教えて

ほしい。 

→ コミュニケーションは取れていると考えている。利用者対応については、親

切な対応のスタッフが多いとの言葉を頂くこともある。 

 

〇 集計の基準がほかの施設と違うのではないか教えてほしい。 

→ 対応は、同じ基準で行っている。市長への手紙及び問合せメール等も、せき

やど図書館及び関宿コミュニティ会館に関する苦情は、ここ２年ほどない。 

 

〇 業務計画書５ページの児童、青少年層への読書普及のための取組について、

「図書館学校の開催依頼を受けたときは、常に実施できるように準備をします」

とあるが、周知はどのように行う計画か教えてほしい。 

→ 図書館学校事業の周知としては、図書館から遠い小学校に対しては興風図書

館が各学校へ図書館学校の希望票を配布している。近隣の小学校に対しては、

関宿地区読書推進活動の巡回の際に説明し、周知している。 

 

〇 業務計画書１７ページの人員配置について、関宿コミュニティ会館の説明に

「コミュニティ会館業務の専任スタッフを令和５年１月より二人体制から三人

体制に変更し、シフトを組んで業務を行います」とあるが、現場に配置される

職員の数は増えるのか教えてほしい。 

→ 勤務時の人数は変わらない。１日当たりの出勤者は、二人体制のときと同じ

一人である。 

 

〇 業務計画書１８ページの人材育成の取組について「社内のｅラーニングシス

テムを活用し、スタッフが時間、場所の制限なく研修を受講できる」とあるが、
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どのような研修を予定しているのか教えてほしい。 

→ レファレンス研修、著作権についての研修、高齢者サービス研修、障がい者

サービス研修、魅力的な書架づくり、図書館の広報、電話でのコミュニケーシ

ョン及びビジネスマナー研修等があり、希望により受講可能である。 

 

〇 業務計画書２７ページの図書館アンケートの実施について、実施時期はいつ

頃を予定しているか教えてほしい。 

  → 令和６年３月を予定している。 

 

〇 業務計画書３４ページの自主事業に関する計画について、複写機の運用が赤

字のようだが、自主事業として実施する理由は何かあるのか教えてほしい。 

→ 複写機は収益を見込むために導入しているのではなく、施設を利用する市民

の利便性のために導入している。 

 

＜審議の結果＞ 

令和４年度(４月～１２月) 野田市立せきやど図書館及び野田市関宿コミュニテ

ィ会館業務報告書及び令和５年度野田市立せきやど図書館及び野田市関宿コミュ

ニティ会館業務計画書について承認 

 

⑵ 令和４年度(４月～１２月)野田市立南図書館、野田市立北図書館、野田市南コ

ミュニティ会館及び野田市北コミュニティ会館業務報告書及び令和５年度野田

市立南図書館、野田市立北図書館、野田市南コミュニティ会館及び野田市北コミ

ュニティ会館業務計画書の審査について 

 

＜事務局から令和４年度(４月～１２月) 野田市立南図書館、野田市立北図書館、

野田市南コミュニティ会館及び野田市北コミュニティ会館業務報告書及び令和

５年度野田市立南図書館、野田市立北図書館、野田市南コミュニティ会館及び野

田市北コミュニティ会館業務計画書について一括して説明＞ 

 

＜審議の概要＞ 

〇 業務報告書２２ページの児童、青少年層への読書普及のための取組について、

北図書館でのＹＡ図書館サポーターの参加者なしとあるが、周知はどのように

行っているのか。また、今後も参加がなかった場合の代替事業や中高生世代に

向けた取組の検討がされていれば教えてほしい。 

→ ポスターの掲示及び貸出しカウンターでのちらしの配布等により周知してい

る。今までは掲示及び配布等を図書館内で行っていたが、今後は近隣の中学校

等で周知することを検討し、参加者が集まるようにしたい。 
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〇 業務報告書２４ページのレファレンスサービス充実のための取組について、

サービスの提供は、どのように行っているのか、専用の窓口や対応するスペー

スが用意されているのか。また、処理件数など実績の数字は記録しているのか

教えてほしい。 

→ レファレンスサービス専用の窓口や対応するスペースは設置しておらず、貸

出しカウンター等の窓口と併用している。また、件数については、内容に応じ

て「資料検索」、「参考調査」、「利用案内」及び「読書案内」に分類し、受付件

数を集計している。令和５年１月の受付件数は、南図書館は資料検索９５件、

参考調査７７件、利用案内２件、読書案内３件の合計１７７件であり、北図書

館は、資料検索８４件、利用案内７８件の合計１６２件である。 

 

〇 業務計画書４９ページの収支計画（２）支出について、光熱費の市場価格高

騰に伴い、電気料金及びガス料金の予算額を増額しているが、そのほかに指定

管理者の経営努力で予算を縮減できる項目はないか確認したか教えてほしい。 

→ 電気、ガス、燃料費以外の支出予算については、当初より絞り込んだ金額      

に設定しており、更に大幅な縮減を見込むのは厳しい状況である。なお、図書

館、コミュニティ会館運営において、節約できるところは最大限の節約をする

考えで、特に光熱費に関しては、照明の間引き、こまめな消灯、空調使用時間

の削減、適切な温度設定等、利用者に迷惑のかからない範囲の中で、できるこ

とはすべて実行し光熱費の削減に努めている。 

 

＜審議の結果＞ 

令和４年度(４月～１２月) 野田市立南図書館、野田市立北図書館、野田市南コ

ミュニティ会館及び野田市北コミュニティ会館業務報告書及び令和５年度野田市

立南図書館、野田市立北図書館、野田市南コミュニティ会館及び野田市北コミュニ

ティ会館業務計画書について承認 

 

３ 閉会 


